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IEi)-α両 .βl土1),JB)-S l2)･去 ト 2) (3･1)
とし､六方晶では
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HN.1-Al′2HNI∑[(fL 1,0J NqpIg上 l,pgNp)･h･C･], (4･1)qFJ
および
Ho=Ho,i80+Ho,ani80)
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第3国:数値放り込み群によるエネルギー準位 第4図:数値繰り込み群によるエネルギー準位
結合定数は ん -0･4,Jp-(-5/16)jo,JT-(-J6/4)jo, 結合定数はん 1-J.I=-0.5,J12=JJ_3=J.,=J.3≡
JB=(-JE/2)i.Oである｡右端の数字は縮退虎である｡^ = Ilo,Kl-K2-0.4,K3-K.=10.4である｡右端の数
3とした｡ 字は縮退度である｡A=3とした｡
5 まとめ
以上のように､ウランのような′軌道に複数の電子をもつ不純物による近藤効果は､その原子構
笹の複雑さ故に多様な振る舞いを示すことがわかった｡特に､J電子が偶数個の系では､フェルミ流
体と非フェルミ流体のどちらが安定であるかという問題があり､今後さらに詳しく調べていかなけれ
ばならない｡この方向の研究は､複雑さ故の難しさがあるが､個々の物質の特性を理解するにはこ
のような現実的なアプローチが必要である｡
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